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「過去会報を調べる 1990年1月号 個別銘柄買い条件」

１９９０年１月会報には、ユーザー様発案のＷＯＲＫシートが載っています。

会報のページ
http://www.neuralnet.co.jp/kaihou/

当時の内容

これを今に当てはめてみましょう。
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こうなります。週足２１番シートに保存しました。

次に検証をしてみます。当時のように良い成績となるかどうか・・・。
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■検証

東証プライムにしました。
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■検証結果

当時より合格数が段違いに多いです。

確率は当時よりは劣るようです。

とはいえ、およそ８１．４６％（１００－ダメの確率１８．５４）は５％以上、上昇し
ています。

そう考えると、まずまずな条件ではないでしょうか。

続けて合格数検索をします。

どういったタイミングで合格してくるのか調べてみましょう。
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■合格数検索

ＷＯＲＫチャート

合格数が一気に増加したタイミングでの買いはよさそうに思えます。
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コロナ暴落時の拡大

チャート上に合格数を記載しました。

下がってる最中はほとんど合格してきません。

大底を打ったタイミングで３８銘柄合格し、続けて１６０銘柄です。

暴落後、買ってもいいのかを判断するには良さそうに思えます。

合格銘柄が多いので、２２５採用銘柄のみで調べてみます。

■２２５採用 検証結果

検
証
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ダメの確率はややよくなりましたが、全体的に東証プライムと同じように感じといった
ところ。

■検証結果の詳細

ＷＯＲＫ検証をすると、自動で[C:\WinJPDta]フォルダへ詳細結果が保存されます。

ファイル名は、

日足検証の場合

WorkKenshoDay1-[xxx]-[xxx].csv

WorkKenshoDay2-[xxx]-[xxx].csv

[xxx]はシート番号です。

週足検証の場合

WorkKenshoWek1-[xxx]-[xxx].csv

WorkKenshoWek2-[xxx]-[xxx].csv

[xxx]はシート番号です。

月足検証の場合

WorkKenshoMon1-[xxx]-[xxx].csv

WorkKenshoMon2-[xxx]-[xxx].csv

[xxx]はシート番号です。

今回は、週足の２１番シートの検証ですから、ファイル名は下記となります。

WorkKenshoWek1-21-21.csv

WorkKenshoWek2-21-21.csv

これを EXCELで開いて、編集してみました。
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サインが点灯し、翌週の寄り付きで買った場合、平均ドローダウンは６．２７％です。

実際の仕掛けとして、６．２７％を超える事があれば、損切り。

利益確定の目安は、平均上昇率が２２％ほどですから、この辺りがターゲットとなりま
す。
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では、下降率検証をしてみましょう。

通常、買いサインは上昇率検証をしますが、下降率検証をする事によって、潜在的なリ
スクが分かる場合があります。

■下降率検証
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■検証結果

ダメの確率が３０％です。

この条件を売りサインとした場合、７０％の確率で５％以上、下がっている事が分かり
ます。

期間が２６週と半年ありますで、この間で合格した銘柄がアップダウンしたという事で
す。

ＪＰ２０００ソフトを使い、上昇と下降を同時に検証してみます。

絞り込み検索の「連続検索」から「検証」を使います。
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■ＪＰ２０００検証画面

期間は２０２０年１月以降としました。

この検証をするとものすごい時間がかかりまますので、過去は掘り下げずに今回紹介し
た期間とほぼ同じとしました。

連続検索シート２４０７番にＷＯＲＫ分析検索のみセットします。
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補助条件は、条件に引っかからないようにしました。
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■絞り込み検証結果

上昇か下降か、どちらを取るかと言えば、上昇ですね。

詳細な内容は[C:\JPDATA2000]の[KenSho]に入っています。
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補助条件を下記のようにすれば、よりリアルな結果が分かります。

ＪＰ２０００ユーザー様はお試し下さい。

※ただし、かなり時間がかかります。
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■合格数検索 ２２５銘柄対象

ＷＯＲＫチャート

全体的に合格数が減りました。

直近で数が多くなった時は、先週（６月３０日）です。

この日について検索をしてみましょう。
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■検索結果

電鉄が４つ合格していまず。この業種は動意付くかもしれませんね。

過去会報を見ていくと今回のように条件が載っている号もあります。

皆様も過去の会報をひもといて今の相場に合っているのかを調べてみてください。

お宝条件があるやもしれません。

例えば日経平均買いサイン ＪＰ分析日足４１３番シート
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この条件は、なかなかいいタイミングで点灯します。

チャートだけを見てみると、逆張り買いサインですから、さらに下がるのが怖くて手が
出ない。という事あるでしょう。

しかし、そこから反発して上へ。

ＪＰ法のノウハウを知っている人は、少ないのが現状です。

ＪＰ法ソフトを使っている人数が少ないという事です。

なので、知られていないからこそ、特に逆張り買いは当たる確率が高いのかもしれませ
ん。

このシートが一般的に出回り、例えばネット証券のチャートツールでも使えるようにな
ったら、儲からなくなると考えます。

今回紹介した買い条件も、アレンジすれば、もっといいシートになると考えています。

是非、トライしてください。

ＪＰ法研究会としては、もっとソフトが売れてくれると商売的にありがたいのですが・
・・。

１９９０年代のユーザー様は特に、ＪＰ法ソフトを使って、だれも知らない売買条件を
作り出し、儲けていこう。という気概がありました。しかし今の時代の投資家達は違う
ようです。

ネット証券のツールが充実していますから、それらと情報で株を買っています。

自分で、テクニカル分析で一儲けしよう。という人達は少数派となった感じです。デイ
トレード、スイングトレードではいますが、もっと長い期間の投資手法としては、テク
ニカル分析は、以前より廃れているのでしょう。

デイトレード、スイングトレード、そして新ＮＩＳＡで海外の投資信託、オールカント
リーやＳ＆Ｐ５００を長期投資して買い付ける。

これらが今の花形投資法ですが、その裏に道あり。

ＪＰ法ユーザー様は、この裏道を進んでいって欲しいと思っています。

先日、あるユーザー様と電話で話す機会があったのですが、この方は１９８０年代から
のユーザー様です。なので年齢も７０歳を超えています。

今は、ミニ先物をやって小遣い稼ぎをしているといっていました。

基本は、日足の生短弾と短弾で上か下かの方向を決め、ザラ場でネット証券のツールを
使い、ＲＣＩ（順位相関係数）を見ながら、デイトレ、スイングトレードをしていると
の事でした。

吉村先生が作った弾性値のおかげで儲けることが出来ていると、この指標に心底惚れ込
んでいました。

このように儲ける手法はＪＰ法ソフトの中にあります。


